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病原真菌研究部門 真菌感染分野
(Departm ent of Pathoge nic Ftlrlgi, Divisio n of Fu ngal lnfe ctio n)
研究者の往来に つ い てまず記す. C O E外国人研究者
として 来E]して い た Da vid Arthur W oe)d マ ン チ ェ ス
タ ー 大学客風教授が ｢病慮性旗色共済の 塵生する酸化酵
紫に関する研究+ を終え (滞在期間:1998 年9月1日 -
1999年7月31El)帰国した. また日中医学協会の 派過研
究者で あ っ た開 眺金助教授 (遼寧中医学院) 那.
｢Pa ra co ccidio desbT.a Suien sis に対する感染防御 に お
ける多形核白血球の 役割+ に つ い て研究を終え帰国した
(滞在期間:1998年4月3日 - 1999年3月31 E]). 外国人受
託研修且として . Nadja Rodoriguesd白 Melo(ブラ ジ
ル カ ン ビ ー ナ ス大学院生, 研究深海 ; AID S患者に おけ
る柄期と奥歯フ ロ ー ラ に関する研究, 滞在期間:1999年
7月13 E]- 2000年6月27 日) お よびAn aBe atrizA lkmim
Teix eir a(ブ ラ ジル カ ン ピ T ナ ス大学院生, 研究殊魔 :
エ イ ズ合併感染病菌 ･ 真薗学研究手法, 滞在期間 :1999
年10月24日 - 200年2月27日) を受け入れた.
本年度は国内外の研究者による外部評価者受けたが,
12名 の国外評価重度のうち, ブ ラ ジ ル国 ペ ル ナ ン ブ コ 大
学免疫病理学研究所長Ltliz B8Zerra Carv alho Jr . 敬
撹 (期間 :1999年10月10 日- 10月17日) ならびに金 正
愛韓国 ソウ ル大学助教授 (期間:1999年11月14 日- 12月
17日) に は来日をお顔い し, 各分野の研究成果に つ い て
実地に就明を行い, 評価を仰いだ.
さらに C O E関係で は非常勤研究員として 今津道夫博
士, 研究支援推進旦とし て畑 洋子氏が それぞれ昨年度
に続童採用された. 大学院生 (医学研究科 特別研究学
坐) として 高橋 一 朗 (旭川医大 ･ 医学研究科) が入学 し
た. 卒論生と して 受け入れた藤崎明希子 (東京理科大 ･
薬学部) が所定の 単位を取得し, 卒業した.
1997年より国際協力事業団 (JIC A) の プ ロ ジ ェ ク ト
として 創設された , ブ ラ ジ ル国力 ン ビ ー ナ ス 大学塩蘇研
究プ ロ ジ ェ ク ト ｢エ イ ズ合併症と して の 真菌感染症+ の
研究にお い て は, 長期専門家として派遣されて い た佐野
文子が任期 (任期 :1998年7月1 日- 1999年6月30日) 杏
終え帰国し, 研究支援推進員と して採用された. 同 プ ロ
ジ ェ ク ト関係で は宮治 (期間 :1999年6月12 日- 1999年
7月11 日) およ び福島 (期間: 1999年10月28日 - 1999年
11月28日) が短期専門家として 派過された.
研 究概要
本年波の研究成束の 概要に つ い て以下に配す.
I . 感鞄防御機構に関する研究
パ ラ コ ク シ ジオイ デ ス 症は中南米渚国の主要な全身性
尭菌症で. 我国にと っ て は輸入奥歯症の - つ で ある. 本
症 の原因薗である PaT.a C O e Cidioidesbr asilieTL8由(P b)
の感鞄に射し, ヒ ト多形核白血球 (P ”N) が防御的役
割を担 っ て い るか否かは長年関係酪国の研究者の重要な
研究部題であ っ た. 我 々 は抗菌拭験に おい て長時間 (-
72時間)混合培凍法を用いる こと によりヒ トP MNが本
常に射し静歯効果を発拝すること, さらにJF N･ r, GM -
CS Fおよび1 し1βがP M Nの抗菌活性沓顧曹に増強し,
清性化されたP M N はP b に対し殺菌効果を発揮する場
合もある こ と巷In uitro の 実験で 確認し, ヒ トP M N
が木蘭感染の初期におい て 重要な防御的役割を担い得る
ことを明らか にした . さら に
"
IFN･ r と G M-CSF
” あ
る い は
``
IF N- γ とⅠし1β
”
の 組合せ は ヒ ト P M Nの 抗
菌括性を相乗的に増強することを明らかにし, パ ラ コ ク
シ ジ オイ デ ス症の治療におい て サ イ ト カイ ン併用の有効
性を示唆した. ま た, .
t ト P M Nの Pbに対する抗菌効
果は走査電子廟微妙こよる 菌体表面の 形態観察に よ っ
て も温められた. こ れらの研究成果は パ ラ コ ク シ ジオイ
デ ス 症に対する宿主防御親構の理解を深めるため に大き
く寄与すると考える.
Ⅱ . ブ ラ ジ ル ･ カ ン ビ ー ナ ス大学 ･ 大学病院 ･ 小児科 エ
イ ズ外来患者より分離され た CTandida dublin e nsLs
に つ い て の研究
こ こ数年 エ イズ患者の 日和見真菌感染症の原因菌とし
て Ca ndida 血bZ 払ie TZSi8 が話題に 上 っ て い る . 本菌は
形態学的, 生理学的に C. aEbic m sと非常に現似して い
るが1995年に 別の種とされた , 主な特徴はCH R OM agar
上で の 墨色が濃緑色で ある こと , 42 ℃で の 発育が撫いも
しくは悪い こと. ブ ド ウ の房状の 厚膿胞子を多数形成す
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る ことなどが挙古ヂられて い る. 世界各国で分離例が報告
されて い るが, ブ ラ ジ ル で は我々 が分離, 同定するま で
報告はされて い なか っ た. ま た小児科領域で はギリ シ ャ
の報告例を見るに過ぎず, 貴重な分離例で ある . 我々 が
今回分離した C. dzLblin en sis は ブラジ ル ･ カ ン ビ ー ナ
ス 大学 ･ 大学病院 ･ 小児科 エ イ ズ外来患者の 口腔内裏菌
叢の調査 に より得られたもの で ある . EIV陽性患者172
名 に つ い て, 舌根部に舌庄子を当て て , こ の 舌庄子を マ
イ コ セ ル寒天平板培地に 塗布し, 真菌を分離 した . C.
血♭linielWLs の 分離株は4株で, いずれもfIIV陽性で エ
イ ズを発症 して い る3歳の 男児の 同 一 患者か ら分離さ
れた. ま た C, dublh ie nsね の他 に C. albic a 7W , C. pa ra -
psilo sis, a. tT10Pic alis も付随して 分節され た . 男児白
休は口腔内に 病変を持たず, また抗其菌剤の投与も受け
て い なか っ た . 本菌の 同定はI)1/D2領域の DNA シ ー
ク エ ン ス に よりC B Sの標準株 と比較し, 同 一 シ ー ク エ
ン ス を示した ことか ら最終同定に至 っ た . こ の分離株と
C. albicans に つ い て マ ウ ス に対する病原性を検討 した
と ころ, C. albica TLS よりも病原性は弱い もの の , マ ウ
ス に は敦死的で あ っ た . ま た病理組織学的観察で は, 主
に腎臓 と脳を侵すこと はC. albican s と同様で あるが,
組織内で の菌糸状発育は寿青く, 酵母形細胞が炎症細胞に
取り囲まれて い る像が見られた .
DI
, 病原真菌の分子系統, 同定, 分子疫学的研究
これ ら の研究 は生態, 系統 ･ 化学分野との共同研究 と
して進められ て い る .
分子系統学的研究 で は, Arthrode r mata ce a e科菌に
つ い て5. 8Sを含むIT S 1 とIT S 2領域の塩基配列 を明ら
かにし, こ れ
.
らをもとに系統関係を解析した . そ の結果
TTichophyton T
.
ubrL m, T. ha n ei, T.fischeT･ は ど の 好人
位菌, MicT･O SPOTZLTTi T mTn など の好獣性鼠 T. Let.r･ eStT･e
な ど の好土性菌がそれぞれ独立したク ラ ス タ ー を形成す
る ことが判明し, 本科の菌類の系統が生態学的オ リ ジ ン
と強 い相関性を持つ ことが示唆された. 皮膚糸状菌の分
子疫学的研究で は世界各地域から分離された T. tムn8 u, a nS
に つ い て, 先ず木蘭の 同定に有用な P C R プライ マ ー を
見出し, 本 プ ライ マ ー を用 い たR A P D法に より蔵内変
異を検討した . そ の 結見 世界各地域で分離された木蘭
に は種 内変異 の な い こ とが 明らか と な っ た . ま た T.
Tn e ntagrOPhytesに つ い て は同様に R A PI)法 に お い て
そ の DN Aの 多型 パ タ - ン と本菌の コ ロ ニ ー 形 態 に相関
性の ある こ とを見出した .
病原美園の 同定に関する研究で は, LS UrD N Aの 一 郎
領域の P CR 増幅産物に つ い て Single Str8.nd Co nfor m a･
tio nPoly m o rpllism (SSC P) 法の適用を試みた C bndida-
Tricho8POT
･
On の各菌種 に つ い て , Dl/D 2領域 の後半
部の釣300塩基を増幅しSSC P法 によ る検討を行 っ た結
果, 本法が これ ら蘭幣の 同定 に極めて 有用で ある ことを
見出した. 結果 の良香に電気泳動の温度条件が重要で あ
る ことが判明した.
Ⅳ . 病原性黒色貴簡の細胞外帝素頬の 生理生化学的研究
本課題に つ い て も生態, 系統 ･ 化学分野との 共同研究
として新たに発足 したもの で , 特に病原性黒色奥菌の細
胞外硬化酵素と して ペ ル オヰ シダ ー ゼ に 焦点を当て ,
ス ク 1) - ユ ン グを行 い, Fo nsec a eapedros oi, Cladophi-
alophol
･
a CarrioTu ほどで産生される ことが明らかとな っ
た. 現在本酵素の 精製が進められて おり, 分子宜約5方
位あ蛋白質で あるこ と等が判明して い る.
Ⅴ . 其菌の二次代謝産物に 関する研究
本研究で は, 病原真菌の環濠菌, 特に不整子嚢菌類ホ
ネタ ケ目の菌現 を中心に免疫蔵宿物質, 抗真菌性物質の
研究, ま た病原真菌類に おける病因性物質などの探索を
テ ー マ に 活動して いる. 本年度の結果として, Auxa T.thTtO n
c onjzLga 払Tnより抗力 ン ジダ宿性を持 っ 新規の p yrr olyl-
tetr a e nyl- α -p yrone系物質数種を, また Oidlode ndro n
cf. tl･a n C atuT nからは抗真菌作用を有する新規の tetr a-
n orditerp8n ela cto ne系物質数種を発見したo - 万病原
兵菌類の代謝産物の探索で は日和見真菌症の原因菌とし
て近年分離例が増えて い るSchig opわ･lh&m c oTTm ZLn eの
培養液か ら新規の細胞毒性物質を単離し, そ の構造を明
らか に した. 本物質の病因性な どの研究は今後の殊題で
ある.
ⅤⅠ. さ び菌幣の分子系統学的解析と分類学的研究
絶対寄生性や多様な生活史を有するさび菌類に つ い て,
リ ボ ソ ー ム RNA適伝子を指棲として分子系統学的解析
を行い. さび菌類の 種の 同定, 分類や種内個体群の解析
へ の応用を試みた.
1) マ ツ類幹さび病菌 (α oT Wtlu T n Sp p” EhdocroT Wt
iu T n SPP .) の 分子系統学的解析
日本およぴ ロ シ ア極東地域に分布する マ ツ類幹さび病
千葉大学 其菌医学研究 セ ン タ ー 報告 第3巻 1999
菌に つ い て ITS領域ならび に L S U Dl/D 2領域の 塩基
配列を決定した. これ に よ っ て得られた解析結果とさび
薗各樺の形晩 生清史, 地理的分布に つ い て 比較検討を
行 っ た括弧 内生塾生活史を有するさ び菌に つ い て 創設
された Endo cro n aTtiuTn 属が多系統である ことが明らか
となり, 同展およびCT･Ona l･tlu m属の 分類学的取り扱い
に つ い て再検討する必要が謎められた.
2) ブドウさび病菌(Phahopsora a mpelopsidis co mple x)
の D N A多型解析
寄生性の異なる.3 つ の個体群の 存在が知られて いたブ
ド ウ さび病菌 Phahops o ra aTnPelop8idiB COmP18 Ⅹに つ
い て, D l/D2領域の PC R･ R F L P解析を行 っ た . そ の
結j私 これら の各個体群は R F L Pパ タ ー ン にお い て,
それぞれ他の 個体群と明確に区別され また各個体群内
で は R F L P/<タ ー ン に適 い が経め られなか っ た . した
が っ て , 寄生性の異なる3 つ の個体群は遭伝的に たが い
に独立で ある ことが明らか とな っ た.
畠) ヒ バ 天狗巣病菌 (B bstospor abetula e) 個体群の
D N A多型解析
異種寄生お よぴ同種寄生の 2 つ の生活史を有する こと
が報告されたヒ バ天狗巣病菌 Bla sto8POr ab 血 Iae個体
群の 遭伝的変異を明らか に するため に異.なる発生地から
単 一 の 胞子堆を多数採取し, ITS- Dl/D 2領域の P C R-
R F L P解析巷行 っ た. そ の結果, ヒ パ 上 に発生したさび
胞子世代の個体におい て は多型がま っ たくみ られなか っ
た の に対して, ミ ズ メ上 に 発生した夏胞子 ･ 冬胞子世代
の 個体で は多型が認められた . まれ 発生地の状況から
前者は同種寄生塾生清見 後者は異種寄生塾生括史をそ
れぞれ繰り返 して い ると考え られた. し たが ･? て, ヒ バ
天狗巣病菌B. betzLla eは発生地によ っ て適伝的多様性が
異1j:り, こ の ことはそ の発生地で繰り返される同園の生
宿史に起因して いる ことが示唆された.
原著翰文
1)Fujio ∫, Nishim ur aK, M iyaji ”:Epidemiologic al
stlrV ey Of the im po rted m yc os esin Japa n. 義
菌誌 40:103-109, 1999.
The a uthor s 白u rVeyed the pre畠8nt Situ ation
for imported(introdu ced) myco 畠eS from pape rs
p11bli血ed in Japa n as of the end of October,
1998. T h8r e W ere16c ases 0f co ccidio do myc osis,
22of histoplasm o sis,13ofpar acoc cidioido myco si8
and oneof p白nicilliosi8 m a rn effi. In c occidio d-
om yco si8 the age畠 ra nged fro m17to55, for14
m ales a nd tw ofe males. T here w 8r8 eight cas㊤s
of prim ary ptlm ona ry c occidio do myco 8i and
re mainirLg eight w ere of the diB8emin ated type,
of which two w 8 refatal: For histopla8m OSi8,
th¢ 且ge8ra nged fro m17to74of which fiv e c aBe8
w 8 r8fe m ale a nd17皿 81e; T hey c o nsited of13
pulno na ry histoplas mo8iB, Se VeTl di8Semin &ted
ty pe a nd tw o cutane o u sty pe. Allcases Of the
di$8eminated type died. Allof the patients
with para c o c cidiodo mycosi8 W er8 infected in
Latin Americ a n cou ntries. They c o nsited of 12
m ale8 and o ne fema18. and the 昭 鵬 r a n卵d fr o m
34to68. Th8 Clinical ty pes W eredomin ated by
m 11C OCtlta ne Ollか1yrnpha ngitic p且r aC OCCidio do-
myc o8i8(10ca b 鰯). A Single ca se of p8nicillio88
Tn a r n effei(B8ye ar8 Old, m ale)w 舶 rePOrted very
rece ntly. The c ase w as C O mplic ated by AIDS
a nd bc c 8 m e Critical. Bl郎 tO myCO Bi ha占 n Ot yet
bee n repo rted. T hi月 S ur vey indic &t88 that the
n u mber of the imported mycos eBin Japa ni8
in crea8ing. 1t i8 necesary for the reBPO nBible
a uthoritieBtO tak8 C O u ntOr m?88u re昌tO C ope
with thi8 占ittlation.
2) Eiln JA, Gll与m鼓o N B, Okada K, Ca mpos-T8血ki
G M
,
Fl1kn8him & a, NiBhim ur8 K, M iyaji M:
Identificatio n of T･ichophytoTL tO nS払ra n 8by
ra ndo m a mplified polym orphic D N A. An n
Der m atolll:.135-141, 1999.
Trichophyton ton suT
･
aTW is an anthropophilic
de m atophyte m ostly ca using tin ea c apiti8 a nd
tinea c orporis .In Asia n c o untries,it has rar ely
beenis olatedtlntiln o w. Ho wev e r, iti8 nece ssary
fo r resea rche rさ in A8ia zI CO uTltrie占 tO be m ore
a ccusto m ed to T. to nszLT.a n 8than befor ebe ca use
of freqtlent international sports exclla ngeS
n o w adays . T hi白 Study w白.S pe rfo r medto iderltify
T. toTZSu T･a n Sby random a mplified polym orphic
D N A(R A PD)a 皿 1ysis . R A P D is co n sidered a
r apidand r eliable m ethod forideTltificatio n of
T. to n s u T.an Sifthe proc edu re is c8.r efully sta nd-
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ardized with 8deq11ate.prim ers .･
3) Ei血 J A, TikiEa W a氏, FuktlShim a a, Nishim tlra
R, M iyaii M さIdentific ation and ge netic ho mo -
gen eity of Trichophyton to ns ura n s is olated
fro m s eve ralreg
･ion8 by r ando m am plified poly-
m orpbie D N A. Mye opatbologia145:1-6, 19g9.
Trichophyto n 七o TLSU ra nS is a n anthr opopllilic
der m atopllyteB m O昌七Iy ca using title a C apiti8 a･nd
tin ea co rporis. T his stlldy w a s c arried o llt tO
identify T. toTL8 W a n占.and to cla rify whether
it
has any gen etic differ e nc e sdepe nding o n the
phe notype or r eglO n Of isolation by r a ndo m
a mplified polym o rphic 工)N A(R A P D) analysis
･with thre e ra ndom prim e r s. The a s s ay w a s
perform ed inll Kore an, 2 Japane s e, 2Taiw a nese,
5 Br azilia n and 1 An eric8 ni8 018.teS OfT. to n s u T･a LS
together with the other 10a n a m o rphic specie s
of der m atophytes a nd 3 Arthr ode rTn ¢ SP p. All
te sted Species of der m atophyt8 S Show ed distinct
bands a nd T. to TL S u T･a nS W a sdiffer entiated fro m
other d8 r m atOphyteB. It w as m o st Clea rly dif-
ferentiated fro m T. Tn e ntagrOPわ･teS by u sing
prim e r5
'
-G A A G G C T C C C-3
'
(O P A O-15). No dif-
fere nc e w a sfolnd in R A P D t岨nd patte r ns in
･ d 18tminB Of T. ton s uT･a T ば With thes er a ndo m
prim er s. It w as C O n Sidered that T. to Tu;u r a nS is
a genetically ho m og 皿 eO u S Spe cies r egardle s of
its is olation r喝ion s, m o rphologic o rphysiologlC
ch乱r8Cteri8tics.
4) Eos o eT, Fuku8him a E, Takiz a wa K, M iyaji
M, Kawai E:Thr ee p yrr olyloctatetra enyl-a ･
p yro h efro m Au:x arthT
1
0九 coTUugatZLm . P hytoch8-
mistry52(1999):459-463.
The red pigm e nt8, atlXa r C Onjnga.tin8 A, B and
C, we r eis olated fr o m mycelia of Au xarthTOn
con)ugatuTn , an aSC Om yCetO118 fuTlgl18 belo ngl ng
to t he OnygeTlaC eae, ill Which the cau sativ e
fungl Of S evere mycoBe Sals obelong. T he BtruC-
tureB Of a u 玉arC OnjtlgatinB A, B and C, including
the st8re O Che mistry of the c o n]
'
11gated tetra en e,
w er e established by BPeCtr O8C Opic an alyses. T hese
c o mpo unds were in equilibriu m with a few
do uble bo nd 8tereOi8 0 m 8r 8 0f the dollble bo nds
when di8S OIved in MeO王I orM eC N.
5) Eo白OeT, Noza.w a K, Lu mley T C, Curr ah R S,
Ftlku 8him a A
,
Takiz a w aE, M iyaji ” a nd
Xa w ai K: Tetr anordit8rPe ne la cton es , pote nt
a ntifungal an七ibio七ics for hu m an pathogenic
ye ast8, fr o m a n nique specic さ Of Oidlode ndT
10Tl.
C he m. P harm . Bl止1. 47(ll).:1591
1 597, 1999.
T he c ultlユr 8filtrate of a fll nguSis olated fr o m
de caying Pic eq g払tLC a W O Od and te ntatively
identified aぷ
1
oidiode ndro n cf. tT･u n C aLuTn Sho w ed
str ong antibiotic a.ctivity again st the patl10ge nic
yea st, CaTLdlda albica n s. Four n e wtetr8 皿O rdite ト
pen oids, oidiodeTldrolide白 A, B a nd C a nd
oidiodendr o nic acid w er eis olated along with
threekno wn tetra n orditerpe n oidB, L L-Z1271a ,
P R1388, and 8CrO 8t8.1idic &cid, fro m rice fer-
m e nted by the abov8 funglユB. T he stru ctur es of
oidiodendrolidesA
,
B a nd Ca nd oidioderldro nic
a cidw ere e stablished on the ba Bi8 0f･8peCtrO-
sc opic and chemical in ve stigatio ns. The a nti-
fll ngal activity ofthe a.ho v etetranorditerpenoids
againBt the pathoge nic ye a8tS, ChTldida albica n s
and Cry pto c occu s T mforTn a n Si8 di8C11朗 ed.
6) Ku rita N, Oar ada M, Ito E 且nd M iya]
'
i M:
Antifu ngal activity ofhu m anpolym orphoTluCle ar
letlC O CyteS against ye a st cells of Pa ra c occidio des
bT･a Silie n sls. Mod, M yc ol. 37:2611267, 1999.
Hu m an peripher al blo od polym o rphon uclear
leuc o cyte8(P M N) were examined Ln vitT･O fo r
a ntifungal a ctivity aga in st ye ast C ells of Pa ra-
c o c cidio desbrasilien st8. The yeast Cellof this
fllnguS W as re Sist8.nt tO killing by P M N. Eo w-
eve r, P M Ne xhibited a fungistatic effect on the
fungali8 01ates e nployeqin along-term ( - 72
hr) a s ay. Ly8ate B Of PM N didnot sho w a
fu ngiBtatic orfu ngicidal effect, indic ating that
liv eP MN are nece ssaryfor the antiftLngaleffect.
Inte rf8 rOn - γ(I FN- γ)eJlha nced the a ntifuTlgal
a ctivity of P M N. IFN - r -tr e ated P M N killed
iB Ola.te Bt-4 wit.him2 hr of co cultu re, a nd after
24 hr･a stillgr e ater killing effect w as obser ved.
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By c ontr ast. 1FN･ γ ･tr e ated P ”N didn ot show
a signific a nt killing effect on isol且tC Tabu, but
didexhibit a n enhan c8d fu ngi芦tatic effect on
this is olate . In contrast. t,llm Or n e C rO畠i8 fact,or -
a a nd interleukin8 h且d no effect ()n the anti-
fungal a ctivity of P M N. Sca n ni g ele ctro n
microscop y reve aled that the s urfac e Stru cture
of the fu ngal c811w a白 ap pare ntly da m aged by
P M N within24 hr of c oc ult11r e8. Ba s ed orl these
n ovel findings. we spec ulate that hu m a nP M N
might play a r ole in host re8iBta nCCin e arly
infection with thi貞 fu ngus dn e to their arlti･
ftmgal activity.
7) Sa n°A, Ta n8ka 氏, Yokoya m aIく, Fra nco M .
Bag 喝Ii E, M onte negr o M R, M il組rni Y･, M iyaji
M , N iBhim ur aK: Co mp8ri8 0 nbetw eenhu m a n
8 nd arm adillo Pa rae occidloides brasuien sis
is olatesby r8.ndo m 8. mplified polym orphic D N A
且nalysi畠. Myc opathologiaL143:165･169, 1999.
Sixty-threePar a coccidloides bT･a Silien sis is o･
late白fr o mthree ni e･ba nded a rm adillosCDa 3y Pu S
T W t)e m CiTWtuS), O n eAm az o nia n ar m adillos a nd
19clinic al is olates we r e c o mpa red by ra ndo m
a mplified polym orphic D N Aa n alysis with the
prim erO P G-19. T he isolates w e re divided into
threem a]
'
or clusters, I, Ⅱ and Ⅲ . Coin ciden ce s
betw e en hll man and arm adillo is olates we r e
obs erv ed in cluster I a nd Ⅱ. Cln8te r Ⅲ c o n8isted
o nly of ar m adillosis olates. T he res ults stlg geted
that(I)hu m ans m ay acqtlir e P. braslliensis
infection by c ontact with arm adillos environ m
e nt, (Ⅱ)there m ay be P. br a8iliensis genotype8
peculiar to the a nim al, a nd(班)individtlal
ar madillo s m ay be infected with P. bra sllteTLSis
cells with differe nt genotype8.
8)Sa n °A, Defav e ri I, Tanaka 氏, Yokoyam a X,
Ellrita N, Fr an c o M, Coelho KIR, Bagagli E,
M o nte negr oM , M iyaji M. Nishim lra A :Patho-
ge nicities a nd G P43kDa ge ne of three Pa T
･a C O C-
cldloidesbra8ilien sis is olates origin ated fr o m a
nine-b且nded arm adillo(Da sy pu s n o u eTTWiTWtZL S).
Myc opatl101ogia 144:61-65, 1999.
We sttldied threediff8rentis olates of Paraeo -
c cidioldesbrasille nsl8 Obtained fro mthe meBen-
teric lyrnph n ode(D3L l), the Bple 血(D 3Sl) and
the liver (D3LIVl) of the s a m e ar m adilo
(Da sy pusn o u ern cln ctus). PILm o n al inflarrl m atOry
are8 W 8 S e v aluated by intr a ve r101S inoculation
of 106yeast c ells of e ach i8 0late in yolng m ale,
dd Y mice･ Mo re o v e r, the partial gequemce of
G P 43kDa ge ne or P. bT･a Silien sis w as a n alyzed,
T he lu ng infla m m atory area w &8gre ater in
a nim 81畠ir10Cul8ted with is olate DBSl. T he partial
8eqtlen Ce OfGP 43kDa ge neindic ated thatisolate
D3Slis differe nt fr om isolate D3L Yla nd
D 3LIV l. This Study 8 ug ge8ted that the s a me
8 rTn adillo might be stlSCeptible multiple P.
br a8ilic nsiB is olaLteS Sim ulta n8 011Bly.
9) Eurita N, Bisw 8 畠M, 0&r ada M, S8n OA. Ni8hi-
m ura K, M iyaji 班:Fu ngistatic a nd fllngicidal
activities of mtlrine polym orpho nucle ar le uc o-
cytes again st y紙 St C el18 Of Para c oceidloucs
br asilieTWIs. Mらd Myc o1 37:19-24, 1999.
10) Hos oeT, No z a w a , Ka w aharLIN, FuktlBhiTn a
K
,
Nishim ur &K, M iyaji” a nd Ka w ai Iく:Ⅰ80-
18tio n of a new さote nt cytotoェic pigme tlt alo ng
with indigotin fro mthe p8thogenic basidio my-
c eto u8fu ngusSchiz opわ,llu m eoTnTn u ne. Myc opa -
thologia, in press.
ll) Ktlrita N, Oar8da M , M iy8ji M and lto i :
Effect of cytok ines oJl atli fungal activity of
hu m a npolym orpho n u clear lellC O CyteS against
ye a8t Ceu白 Of PLW aC O Cidio des brasiliensis.
Med Mycol, in press.
12)Ito E, S8t8.ke M, Ofuji Iく, Kurita N, McM ahon
T
,
Jam e s E and Ya8u n OtO Tこ M ultiple organ
dan age c atlS ed by a new to xin , az a 8piracid,
is olated from m uBS e18 pr Oduced in lrela nd.
Toxic on, in pre s s.
13) 篠田孝子. 久米 光, 福島和瓦 島田慈彦, 村瀬勢
津子, 内田勝久 池田玲子, 安藤正亀 森 健, 加
藤卓朗 : 日本医真蘭学会標準化委員会報告. 寅菌誌
40:239-257, 1999.
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1) Nakai T, Uno a, M iyaji M:In vitro a ctivity
of F K 463, a n ovelantifll ngal 1ipopeptide , against
clinic ally importa nt, 1es8 C O7nm O n m olds aJld
dim orphic fll ngl . 39th lnterscienc e.Conferen ce
on Anti microbial Age nts and Chern othe r ap y
(IC C A C), A bstr act p569, Sari Fr8n Cisc o, U S A,
1999
.
2)EJa m ei E, Nishim llr a a, Taguchi i, M iyaji M:
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(ICC A C), A bstr a ct p558, Sam Fr a n ci8CO, ロS A,
1999.
3)Shio 8aki R K, O kada a, Niga m P, B110 n afina C
M
,
Fl1knshim a K, M iyaji M, Gu8 maO NB e
Ca mpos Ta h ki G M: A8peCtO8 bioquimic os de
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8ileir o de M ic ologia, Pr oceedings p132, Rio de
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4)Branchini MI.M , NtlC Ci M, Fischm a n0, Geiger
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Tel18日F, Ni8him ura K, Fuku6him a a, Ta n al∈a
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s eg11ndo v ariedades a8 erOtipoB. Brazilian J･ Infec･
Di畠 . Vol. 3 (Sup rl . 2):S 22, 1999.
6) O kada K , Takiza w aE, M 8ebaya ghi Y, Ni8hi-
m ur aK, M iyajiM , Fl knshim a K :Cariotipage m
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･
a n Chea.
X X Congr e s 8 0Br 88ileiro de Micr obiologia”
A bstr a ct p332, S alvador, Br a sil, 1999.
7) Am orim R V S, Pedro s aR P, Melo E S, Fuku -
shim a E
,
Ca mpo8 Takaki G M:E8t11do da
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.(Zy go myc et朗), ⅩⅩ
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p336, Salv ador, Br aBil, 1999.
8) Am orim R V S, Fukushim a K, Ca mpo s Takaki
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anthraqu lnOn e and a nthr aqu l n Oid plgm e ntS ,
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10) Br a nchini M L M, Nu cci M, Fischm a n 0, Aoki
F C
,.
Padoveze M C
,
Papaiorda nou PM O, M ikami
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A-02, p69.
13)Sa n o･A, M iyaji M: Hy phao of Paraco c cidiolde8
bra silie nsis c on ve rt to yea 畠t･like cells via
chlam ydoBPO re tinder so m etherm ala nd nlltrient
co nditio n s. Enc ontro lnter naciQ n al s obr e Par a-
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A -02
, p69. D-01, p123, 1999,
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ぴ オ ニ ゲナ日菌の エ ビ キ ノ ン シ ス テ ム . 真菌誌40:
増刊1号, p68, 1999.
9) 細江智夫, 河合賢 - , 福島和貴, 西村和子, 富治誠,
河合賢 一 : ア レ ノレギ ー 性気管支肺其菌症患者か ら単
離された Schizophylluln COTnTnZm leの 成分検魚 真
菌誌40:増刊1号, p89, 1999. .
1()) 大栄田素子 , 乗H 啓幸, 二川 健, 官給 誠 : 感
染防衛能にお よぽす絶食および復食の 影響. 第53
回日本栄養 ･ 食榎学会大会 (東京), 講演要旨集
p20.
外国研究機開,との共同研究
1) エ イ ズ患者におlナる真菌症に関する研究 : カ ウ ン タ ー
パ ー ト, ブ ラ ジ ル国 力 ン ビ ー ナ ス 大学, Fra n ci8C O
Hide o Aoki主任講師, M aria Llliza Mor 8tti
Br anchini助教授, Plin o Taraba s白0 医師
2) パ ラ コ ク シ ジ オイデス 症に関する研究: カ ウ ン タ ー
パ ー ト
,
ブ ラ ジ ル甲サ ン パ ウ ロ 大学生物医学研究所
免疫学研究室 Ev aBurger 助教授, ブ ラ ジ ル 国 サ
ン パ ウ ロ 大学医学部病理学教室 M arcelo Fabia n o
de Fr aTI C O教授, ブ ラ ジ ル 国 サ ン パ ウ ロ 州立大学
ポ ッ カ ツ校医学部病現. Ju rio Defav e ri 助教授
3) 接合菌の蘭学に関する研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト , ブ
ラ ジ ル国 ペ ル ナ ン ブ コ 大学生物学部 G al ba M a ria
de Cam pos Takaki教授
4) 抗其菌剤の 化学的研究: カ ウ ン タ - 〟 - ト, ブ ラ ジ
ル 国ペ ル ナ ン ブ コ 大学生物科学部 Nor m aBu arque
de Gus m
～
a o 助教授
5) 皮膚真菌症の 同定, 系統, 分頓に関する研究 : カ ウ
ン タ ー パ ー ト, 韓国 ソ ウ ル 大学 金 正愛 助教授
6) Ony genale8 日菌構の化学分類, 系統発生学的研免
カ ナ ダ ア ル パ 一 夕 大学 生物学部 , R&rldolph S.
Currah教授
国撫支流活動
佐野は1998年7月1日より1999年6月30日まで ブ ラ ジ
ル 固サ ン パ ウ ロ 州カ ン ビ ー ナ ス の カ ン ビ ー ナ ス 大学医学
部小児科に おい て , 国際協力事業団に よるカ ン ビ ー ナ ス
臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト の長期派適専門家として 国際協力
にあた っ た .
嘗治, 福島は短期専門家として同プ ロ ジ ェ ク ト に派過
された.
海外出張
1) 官給 誠 カ ン ビ ー ナ ス大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト
に係る研究指導
ブ ラ ジ ル国 サ ン パ ウ ロ 州カ ン ビ ー ナ ス市
カ ン ピ - ナ ス 大学 (期間;1999年6月12
日 - 7月11 E]).
2) 宮治 誠 : 39th lnters cienc e C()nfer en ce on
Antimicrobial Agent畠 and Ch8 m Other-
ap y(IC C A C) に参加 し, 研究発表を行
う. Sa mFra ncisco, US A(期間:1999
年9月26日 - 10月 1日).
3) 宮治 誠:病原真菌 ･ 放線菌の 系統保存にかかわる
ま良伝子とそ の発現. 平成11年度文部省
科学研究費補助金 (基盤研究 A).
ブ ラ ジ ル国サ ン パ ウ ロ 州カ ン ビ ー ナ ス 市
カ ン ビ - ナ ス 大学 ( 期間:1999年12月
1 日- 12月15 日).
4) 福島和貴: カ ン ビ ー ナ ス大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト
に係る研究打ち合わせ調査, ブ ラ ジ ル国
サ ン パ ウ ロ 州 カ ン ビ ー ナ ス市カ ン ビ ー ナ
ス大学 (期間:1999年10月28日 - 11月28
日).
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共同利用研究 (国内)
1) 束京情報大学 ･ 教捜 前林行雄:Fami ly Arthro -
der matace ae の化学分瓶, 分子系統学的研究.
2) 鬼鍵科大学 ･ 教授 河合賢 一 , 同 ･ 助手 紬ir.智夫 :
病原東商の産生する二次代謝産物の 研究.
3) 中京女子大学 ･ 教授 河合 滑 : 病原性兵衛 Bpi-
deT･m OPhytoTi 産生色索の細胞蛮性発親機序に関す
る研究.
4) 北=q?.大学医学部 ･ 漁師 久米 光 : 肺 ア ス ペ ル ギ ル
ス症 の診断および治療に関する研兜.
5) 徳亀大学 ･ 助手 仁川 健: 絶食および食餌制限時
に おける奥歯感鞄に対する感受性およびサイ ト カイ
ン盛生髄の 変動.
6) 千葉県立中央博物館 ･ 科艮 堀江畿 - : ブ ラ ジル土
壌中の病原兵衛およぴカ ビ車生産菌の生瀞学的研免
7) 筑波大学農林学系 ･ 教授 柿鹿 廃: 1)ポゾ - ム
D N Aを指壊とした絶対寄生菌類の 同定 ･ 分頼と個
休群解析.
学会活動 (主催学会, コ ン ビ - ナ)
1) 宵治 奴:Interr18tional Sympo siu m of Mycoto -
Ⅹicolog y
'
99, 平成11年9月9E], 10日, 干兼 (蒋
間委艮).
2) 福島和食 :tntern atio皿81 Sympositlm Of Mycoto -
xic olog y
'
99- 平成11年9月･9 El, 10臥 千葉 (組
織委艮).
研究報告書
1) 哲治 誠 (代表), 分担: 西村和子, 福島和軌 三
上虫 , 横山新治, 田中玲子, ｢稀頗轟蘭 ･ 放線菌の
系統保存に かかわる逝伝子とその発現 (10307006)+
平成11年渡文都省科学研究兜補助金 (基地研究A)
360万円, 研究成果報告暫, 平成11年度.
2) 栗田啓最 大荒田素子:感鞄防衛骨如こおよぼす食事
法の 影甘.
平成10年皮学術研 欄 麓助成金くすかいら - く フ ー
ドサ イ エ ン ス研究所)
200プチ円, 食に関する助成研究調査朝告菅 (No.
12, 199), p137･143.
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